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別 紙 ３ 

平成２６年度北海道大学情報基盤センター共同研究成果報告書 

 
 １．研究領域番号  Ａ１ 
 
 ２．研究課題名  大規模解析を基盤としたオープンソースによる 
          ＣＡＥ活用のフロントエンドの構築 
 
 ３．研 究 期 間  平成２６年 ４月 １日 ～ 平成２７年 ３月３１日 
 
 ４．研究代表者 

氏   名 所属機関・部局名 職  名 備  考 

柴田良一 岐阜工業高等専門学校・ 
建築学科 教授  

 
 ５．研究分担者 

氏   名 所属機関・部局名 職  名 備  考 

棟朝雅晴 北海道大学情報基盤センター・ 
デジタルコンテンツ研究部門 

教授  

田口 廉 岐阜工業高等専門学校・ 
専攻科建設工学専攻 専攻科学生  

    

    

    

 
６．共同研究の成果 

    下欄には，当該研究期間内に実施した共同研究の成果について，その具体的内容，意義，重要性等を，共同研究 
申請書に記載した「研究目的」と「研究計画・方法」に照らし，800字～1,000字で，できるだけ分かりやすく 
記載願います。文章の他に，研究成果を端的に表す図表を貼り付けても構いません。なお、研究成果の論文・学会  
発表等を行った実績（発表等の予定を含む。）があれば、あわせて記載して下さい。 

 

【研究目標】 

 工学問題やものづくりの設計過程において、数値解析として構造解析や流体解析の需要は大きい

が、この活用ではモデリングのプリ処理から可視化のポスト処理までのフロントエンドによる、シ

ームレスで効率的な作業支援が不可欠である。 

 特にオープンソースで構築されたＣＡＥシステムでは、ソルバーとしての大規模数値解析の能力

はアカデミッククラウドなどへの展開が可能であり非常に将来性が期待されているが、工学問題解

決においては活用についてはプリポストの問題が指摘されている。 

 そこで本研究では、以下の２つの課題について、検証を行った。 

 

【研究成果】 

１：単体ＰＣでのＤＥＸＣＳの動作検証 

 まずオープンソース構造解析システム Salome-Meca の組込まれたＤＥＸＣＳを用いて、センター

またはローカルでの単体ＰＣなどでの動作検証を進め、ＣＡＥシステムのフロントエンドとして必

要な機能を確認する。成果として以下の知見を得た。 

・プリ：３次元形状は手元ＰＣの３次元ＣＡＤで作成する 大規模メッシュの生成はクラウド向き 
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・ソルバ：大規模連立方程式の解法はクラウド向き スパコンの利用に展開するための準備段階 

・ポスト：３次元形状の操作はクラウドでは困難 解析結果の大規模データの抽出と転送 

 

２：クラウドの仮想マシン上でのＤＥＸＣＳの動作検証 

 センター仮想マシン上でのＤＥＸＣＳシステムの構築を試み、仮想マシンでの動作効率を確認す

る。特に、北海道大学構内でのＬＡＮ利用や岐阜高専からのＷＡＮ利用において、ＣＡＥのフロン

トエンド操作が十分に可能かどうかを確認し、フロントエンドの機能を設計する。現状のアカデミ

ッククラウドで標準で利用出来るウエブインターフェイスの活用において、以下の知見を得た。 

・仮想画面の利用制限：標準的なＶＮＣシステムでは、十分な３次元ＧＵＩ操作が困難 

・ＶＮＣシステムの相性問題：ＭＡＣ用ＶＮＣでは操作可能だが、ＷＩＮ版では接続付加 

・新たな方法でのクラウドシステムのＧＵＩ利用を可能にする技術を検討する 

 

今後の研究課題として、以下の技術を確立する必要を確認できた。 

・ＣＡＥの解析結果の大量データの利用と転送と保存の問題 

・増分収束計算を行った場合の大量の解析結果の転送と保存の手段を確認すること 

・折角の丸ごと解析ではあるが可視化に必要なデータの抽出と画像化による圧縮 

 

 
 
 
 


